
   

 

 

 

 

 

■１/９（日）、上尾オリエンテーリングクラブ主催による、『第 98 回オ

リエンテーリング大会 in古河公方』が開催されました。 

この日は 1月にもかかわらず、とても暖かい日となりました。大会に

は遠方から参加された方も多く、主催者の報告では約 150人が参加し

たようです。 

競技中、ポイントの場所によっ 

ては、起伏のある地形や障害物に 

隠れているものもあり参加者が右 

往左往する場面も見受けられまし 

た。沢のぬかるみに足を取られ、 

泥まみれになりながらも、みなさ 

ん楽しそうに参加していました。 

オリエンテーリングとは、地図とコンパス

を使って決められたコースを短時間に走

破する競技です。あちこちにセンサー式の

ポイントが設置されていて、スタートして

からそのポイントを経由してゴールする

までの時間を計測します。開催される場所

によっては、山の中を走る過酷な競技にな

ることもあるのだとか。思った以上にハー

ドな競技なようです。 

・手洗い、咳（くしゃみ）エチケット（飛沫拡散防止）の徹底。 

・３密（密閉、密集、密接）を避け、感染リスクが高まる「5 つの場面」を回避する行動の徹底。 

・新型コロナワクチンを打っても感染のリスクがあります。マスクの着用にご協力ください。 

■前日の大雪で、あたり一面雪景色が広がりました。いつ

もと違う景色でしたが、雪の光景もまた魅力的ですね！ 

■なぜか愛宕川沿いに設置されていた仙人池の地名碑を

本来の場所に移動しました。シルバーさんの手を借りて

重い石碑を仙人池のほとりに設置しなおしました。 

仙人池の地名碑の裏には、こんな詩が刻まれています。 
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みなさんも、ぜひ仙人池のほとりに立って、周りの景

色を眺めてみてはいかがでしょうか。心が洗われるよ

うな、清らかな景色が見えるかもしれません。 

■花桃の更新■ 

病気や害虫に侵されたものや立ち枯れたものを伐採・伐

根し、新しい花桃に植え替えています。花桃の寿命は約

20 年といわれ、定期的に更新することで元気な花桃を

維持できます。また、萌芽更 

新などを行うことで新しい芽 

を育てることもあります。こ 

のように、公園の桃林は若返 

っているのです。 


